
「見える安全活動」報告書

2015.4制定

＜活動の概要＞

• 目的（課題）
これまでどんな作業員が何人入っているか事務所内で明確になっていなかった。

• 手段（実施内容）
そこで、入場した作業員の顔写真と縁に熟練度別に色を決めたワッペンの色がわかる
ようにして、事務所内で一目で見えるようにした。

• 効果（実施内容によって期待される効果）
作業員の写真とワッペンの色を見える化することで、どのような作業員が入場している
かが明確になり、現場におけるフォローを実施することができる。

• 結果（活動の成果）
作業員のワッペンの色を見える化したことで、適正配置とフォローの課題が解決した。
また、課題の他に、顔と名前が一致するスピードが上がり、コミュニケーションが向上し
た。

報告日 2019年 4月 17日

［活動のタイトル］ 現場作業員の顔写真を用いた入退場見える化 ＜見える化の分類＞

［会社名］
安全衛生情報の見え

る化






